
 

別記様式（第５条関係） 

会 議 録 

会議の名称 第１１回福津市教育支援委員会 

開催日時 
午後２時４５分から 

令和５年 １２月 ２１日(木) 

午後５時００分まで 

開催場所 福津市役所 別館１階大ホール 

委員名 

（１）出席委員 阪木啓二、松永伸二、岩崎 圭子、 

瀬口裕幸、鴨下賢一、西田剛信、 

的場隆幸、白土真二郎、松本理沙、 

惠治美、福澤絵美、新海すが、 

川口佐恵子、盛永優子 

（２）欠席委員 児島由美、原尻敏広、渡邉広喜、 

          木庭竜之助、髙木陽一郎、有馬昌一郎、 

清水光朗、吉住美津子、木場しのぶ 

所管課職員職氏名 

教育部理事兼学校教育課長 石津輝昭 

学務係長 徳永理恵 

非常勤指導主事 薄俊哉、田渕聡、下山昭博 

教育指導係 大北栞里 

会

議 

議 題 

（内 容） 

１. 会長あいさつ 

２. 判断会議（対象者２２名） 

３. 閉会のことば  

公開・非公開の別 □公開  ■非公開  □一部公開 

非公開の理由 
福津市附属機関の会議の公開に関する要綱 

第２条第１項第２号に該当 

傍聴者の数  － 

資料の名称 

・会議次第 

・判断会議用日程表 

・発達検査等の判断資料 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

記録内容の確認方法 

その他の必要事項  



審議内容 （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

 

 

１.会長あいさつ  

阪木会長が挨拶を行った。 

 

２.判断会議 

 ・対象者２２名 

 ・内容 非公開 

 

３.その他 

 ～今年度のふり返りと次年度に向けて～ 

・発達検査の検査種類の検討（WISC、WPSSI、田中ビネー） 

 →申込時によく聞き取りをし、どの検査をするのか検査の間隔は狭くないかなど

確認し、個に応じた検査を実施する。 

 

・不登校の子どもの発達検査について 

 →教育委員会で検査を予定していたが、学校に来られず、緊急でのびのび発達支

援センターに依頼することがあったため、不登校のお子さんであるかを事前に確認

しておき、面談までの期間に余裕をもってのびのび発達支援センターに相談する。 

 

・判定が出た後の、検証について 

 →判定後から１年後などに、その子どもの就学先がふさわしい場所であるかの検

証を行った方がいいのではないか。 

 →通級指導教室について、２～３年区切りで見直しを行った方がいいのではない

か。 

 →宗像市では、判定は２年間有効としているため、判定と違う就学先を選んだと

しても、判定通りに戻すことができる。 

 

・園から申し込みについて 

 →就学相談を学校への引継ぎのために申し込んでいるケースがあったため、就学

先を判定するための場であるという周知が必要。 

 ※園が作成する要録を小学校がしっかり目を通してもらいたい。 

 

・就学相談前の事前見学について 

 →事前に見学をせず、就学先について何もわからない状態で就学相談を受けられ

るご家庭が多くあったため、事前見学の促しを必ず行う。 

 

・事前聞き取りについて 

 →支援委員会よりも何か月も前に聞き取りをしている場合、事前聴き取り時から

保護者の意向が変わっていることがしばしばあったため、直前で聞き取りを行う

か、直前に意向を確認できるようにする対策が必要なのではないか。 

 ※学校としては、夏休み中の時間がある時が一番聞き取りを行いやすいため、後

半に面談が入っている子に関しては、どうしても期間が空いてしまう。 

 

・春日市の取組について 

→支援級に在籍の子が通常級への転籍を検討している場合、保護者・本人・担任

の双方の合意を条件に、教育支援委員会にかけず、支援級から通常級へ転籍できる

仕組みを導入している。 



 →学校判断でというのは怖いところがあるため、発達検査など何かしらの根拠資

料が揃っていれば、面談省略という対応でいいのではないか。 

 

・面談省略について 

 →明らかに特別支援学校判定のお子さんに関しても面談省略ができるのではない

か。 

 →障がいの区分（重複）などしっかりと見て判定をする必要があるため、省略は

しないでほしい。 

 

・筑紫野市での取り組み 

 →支援学級在籍の６年生が中学校に上がる際、支援学級を継続の意向で、保護

者・本人・担任が一致している場合、発達検査を行っていない。 

 →中学校としては、引継ぎの際に最新のデータがほしいため、発達検査は行って

いただきたい。 

 ※発達検査の最新の情報は大事であるが、基本的には検査は２年間空けることに

なっているため、どうしても検査が必要な場合は、検査の種類を変えるなど対策が

必要。 

 

 

 

 

  石津課長が挨拶を行った。 

 

 

 

 

 

 


